
まちの人口（平成２２年１０月１日現在）

総人口18,627人（△21）　男9,024人（△23）　女9,603人（２）　世帯数6,964世帯（△7）　※（　）内は前月比
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町指定文化財「古町のまつり」のメーンの行列。黄金

色に輝く稲穂の上を歩いているようでとても幻想的で

した。この行列を写真に収めようと県内外から多くの

カメラマンが訪れました

古町のまつり
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▼一般会計歳入決算額

　134億6,313万円（前年比	4.0％増）

▼一般会計歳出決算額
　130億5,727万円（前年比	3.5％増）

議会費（1.0％）

総務費（17.3％）

民生費（17.4％）

衛生費（10.5％）

労働費（1.1％）

前年比（％） 前年比（％）

農林水産業費（7.2％）

商工費（5.5％）

土木費（9.8％）

消防費（4.3％）

教育費（9.0％）

公債費（16.9％）

災害復旧費（0.0％）

町税（11.5％）

繰入金（0.9％）
繰越金（2.4％）

諸収入（1.4％）

地方交付税（50.0％）

町債（11.9％）

県支出金（5.3％）

国庫支出金（11.2％）

その他①（2.0％）

その他②（3.4％）

歳 入

自

主

財

源

町 税 15億4650万円 ▲6.0
　町民税や固定資産税など、町に納める税金

繰 入 金 1億2157万円 ▲53.9
　特定の目的のために、基金を取り崩して使

　用するお金

繰 越 金 3億2522万円 32.2
　前年度から今年度に持ち越されたお金

諸 収 入 1億8646万円 11.3
　収益や預金の利子収入など

そ の 他 ① 2億6026万円 0.6
　使用料、財産収入、寄付金など

依

存

財

源

そ の 他 ② 4億6684万円 ▲6.6

　地方譲与税、その他交付金など

国庫支出金 15億1099万円 70.8
　町の特定の仕事に対して国から交付される

　お金

県 支 出 金 7億1209万円 7.0
　町の特定の仕事に対して県から交付される

　お金

町 債 15億9647万円 ▲0.3
　町が借り入れ（借金）したお金

地方交付税 67億3673万円 0.3
　自治体間の財政力格差を是正し、一定の行

　政水準を保つために国から交付されるお金

合 計 134億6313万円 4.0

議 会 費 1億2795万円 4.7
　町議会の運営などに

総 務 費 22億5853万円 ▲5.3
　庁舎管理、職員に要する経費などに

民 生 費 22億7718万円 10.4
　社会福祉、児童福祉、生活保護などに

衛 生 費 13億7685万円 18.3
　保健衛生、ごみ処理、環境保全などに

労 働 費 1億4076万円 5,701.1
　労働者の生活安定などに

農林水産業費 9億3303万円 16.9
　農林業の振興などに

商 工 費 7億1323万円 88.1
　商工業の育成、観光の振興などに

土 木 費 12億7968万円 11.3
　道路、河川、都市計画などに

消 防 費 5億6338万円 ▲31.7
　消防、防災などに

教 育 費 11億7839万円 ▲4.8
　学校教育や社会教育の振興などに

災 害 復 旧 費 207万円 ▲96.3
　自然災害の復旧などに　

公 債 費 22億　622万円 ▲9.5
　借入金の返済で支払う元金と利子に

合 計 130億5727万円 3.5

平成21年度 南会津町決算

自主財源（18.2％）：町の権限で自主的に収入できる財源
依存財源（81.8％）：国などを経由する財源で町の裁量が
　　　　　　　　　　　制限されている財源

歳 出

一般会計歳出目的別決算額　 一般会計歳入決算額　
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21
年
度
決
算
の
状
況
　

　

平
成
21
年
度
一
般
会
計
決
算
額
は
歳
入

総
額
１
３
４
億
６
３
１
３
万
円
、
歳
出
総

額
１
３
０
億
５
７
２
７
万
円
で
、
そ
れ
ぞ

れ
前
年
度
比
４
．０
％
、
３
．５
％
の
増
と

な
り
ま
し
た
。
形
式
収
支
は
４
億
５
８
６

万
円
と
大
き
く
黒
字
と
な
っ
た
も
の
の
、

翌
年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き
財
源
１
億
７
１

７
０
万
円
を
除
い
た
実
質
収
支
は
２
億
３

４
１
６
万
円
で
前
年
度
比
１
３
．
４
％
の

減
と
な
り
ま
し
た
。

　

前
年
度
実
質
収
支
と
の
差
額
で
あ
る
単

年
度
収
支
は
３
６
１
４
万
円
の
赤
字
で
し

た
が
、
こ
れ
に
財
政
調
整
基
金
の
積
み
立

て
お
よ
び
町
債
繰
上
償
還
額
を
加
え
た
実

会 計 名 歳入合計額
前年比
（％） 歳出合計

前年比
（％）

国 民 健 康 保 険 23億4501万円 ▲3.0 22億3335万円 ▲2.7

老 人 保 健 155万円 ▲99.3 147万円 ▲99.3

後 期 高 齢 者 医 療 2億1550万円 7.5 ２億1098万円 7.9

介 護 保 険 15億2468万円 3.4 15億1432万円 3.1

農林業集落排水事業 2億1580万円 4.7 2億1308万円 4.0

公 共 下 水 道 事 業 4億　	777万円 ▲8.9 4億　	548万円 ▲9.1

簡 易 水 道 事 業 9億　	827万円 32.5 9億　	362万円 32.4

合 計 56億1858万円 ▲24.8 54億8230万円 ▲0.6

水 道 事 業

（企業会計）

収　益 1億5801万円 ▲7.5 1億4745万円 ▲16.0

資　本 7010万円 ▲33.9 1億3475万円 ▲17.4

特別会計　特定の事業を行う場合に、一般会計と区別して経理する会計です

水道事業（企業会計）の
不足額は、損益勘定留保
資金、過年度分消費税資
本的収支調整額により、
補填されています。

質
単
年
度
収
支
は
２
億
１
９
９
２
万
円
の

黒
字
と
な
り
前
年
度
に
引
き
続
き
決
算
状

況
は
お
お
む
ね
良
好
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
21
年
度
地
方
財
政
状
況
調
査
（
普

通
会
計
（
※
１
））
で
は
、
町
の
経
常
収

支
比
率
は
、公
債
費
の
減
少
な
ど
に
よ
り
、

前
年
度
か
ら
４
．
９
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
８

７
．
２
％
と
大
き
く
改
善
さ
れ
ま
し
た
。

町
財
政
健
全
化
計
画
で
は
９
２
．
０
％
を

目
標
値
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
を
大

幅
に
上
回
る
改
善
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
将
来
に
わ
た
る
財
政
負
担
で
あ

る
地
方
債
現
在
高
と
債
務
負
担
行
為
翌
年

度
以
降
支
出
予
定
額
は
い
ず
れ
も
前
年
度

に
引
き
続
き
大
き
く
減
少
と
な
り
、
積
立

金
現
在
高
は
、
財
政
調
整
基
金
、
地
域
づ

一般会計歳出性質別決算額　

区 分 歳出決算額
構成比
（％）

前年比
（％）

１．義 務 的 経 費 51億2370万円 39.3 ▲4.9

人 件 費 23億8645万円 18.3 ▲0.3

扶 助 費 5億3103万円 4.1 ▲4.0

公 債 費 22億		622万円 16.9 ▲9.5

２．投 資 的 経 費 21億		905万円 16.1 5.0

普 通 建 設 事 業 費 21億		698万円 16.1 7.9

補 助 事 業 費 4億5918万円 3.5 ▲23.5

単 独 事 業 費 15億6603万円 12.0 22.6

県営事業負担金 6771万円 0.5 17.7

そ の 他 1406万円 0.1 ▲20.3

災害復旧事業費 207万円 0.0 ▲96.3

３．そ の 他 の 経 費 58億2452万円 44.6 11.5

物 件 費 15億2184万円 11.7 22.1

維 持 補 修 費 3億6967万円 2.9 34.8

補 助 費 等 17億4088万円 13.3 ▲10.5

積 立 金 6億5822万円 5.0 17.6

投資及び出資金・貸付金 6872万円 0.5 24.3

繰 出 金 14億6519万円 11.2 27.9

合 計 130億5727万円 100.0 3.5

く
り
振
興
基
金
の
積
立
金
の
増
に
よ
り
増

加
し
て
い
ま
す
。

　

財
政
の
健
全
さ
を
判
断
す
る
４
つ
の
指

標
（
①
実
質
赤
字
比
率
、
②
連
結
実
質
赤

字
比
率
、
③
実
質
公
債
費
比
率
、
④
将
来

負
担
比
率
）
か
ら
判
断
す
る
と
、
町
の
財

政
状
況
は
「
健
全
」
と
な
り
ま
し
た
。

（
※
１ 

普
通
会
計
と
は
、
地
方
財
政
統
計

上
、統
一
的
に
用
い
ら
れ
る
会
計
区
分
で
、

全
会
計
か
ら
公
営
企
業
事
業
会
計
を
除
外

し
た
も
の
で
す
。
実
質
公
債
費
比
率
や
経

常
収
支
比
率
な
ど
地
方
財
政
の
計
数
は
、

一
般
的
に
普
通
会
計
決
算
の
数
値
が
用
い

ら
れ
て
い
ま
す
）

依
存
財
源
頼
み
の
財
政

　

こ
の
よ
う
に
合
併
４
年
目
の
決
算
で
は
、

経
常
収
支
比
率
、
公
債
費
関
係
指
標
と
も

に
改
善
さ
れ
、
財
政
の
健
全
化
判
断
比
率

も
健
全
と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
本
町
財
政
は
地
方
交
付
税
を

は
じ
め
と
し
た
依
存
財
源
が
８
割
以
上
で
、

今
後
も
依
存
財
源
に
大
き
く
左
右
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
今
後
は
自
主
財
源
の
確
保
は

も
ち
ろ
ん
、新
規
地
方
債
発
行
額
の
抑
制
、

職
員
定
数
の
縮
小
、
費
用
対
効
果
を
勘
案

し
た
施
設
の
統
廃
合
な
ど
に
よ
る
維
持
管

理
経
費
の
縮
減
な
ど
、
さ
ら
な
る
行
財
政

改
革
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。そ
し
て
地
方
交
付
税
合
併
算
定
替（
※

２
）
の
終
了
後
も
安
定
し
た
行
政
サ
ー
ビ

ス
が
行
え
る
よ
う
に
財
政
基
盤
を
強
化
し

て
い
き
ま
す
。

（
※
２ 

合
併
算
定
替
と
は
、
合
併
前
の
市

町
村
が
そ
の
ま
ま
存
在
し
て
い
る
も
の
と

み
な
し
て
算
定
し
た
普
通
交
付
税

額
の
合
算
額
を
、
合
併
後
10
年
間

保
障
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
そ

の
後
段
階
的
に
普
通
交
付
税
の
額

は
減
額
さ
れ
、合
併
15
年
後
に
は

一
本
算
定
と
な
り
ま
す
）
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スポーツの秋!! 町民大活躍
競技編
郡中学校体育大会駅伝競走大会

 男子荒海Ａ・女子田島Ａ優勝

第１５回会津たじま

少年少女レスリング大会

南会津町長杯野球大会

優勝した
永田チーム

　町民の健康増進と住民相互の親睦を図ることを目
的に毎年開催されている南会津町長杯野球大会の決
勝戦が８月３０日（月）に行なわれ、投打に勝る永
田チームが栗生沢チームを８対１で破り、見事、優
勝を果たしました。
　今年の大会は７月２６日から始まり、１７チーム

（地区）が参加してトーナメント方式で優勝が争わ
れました。
　なお、個人賞は右のとおりです。

最高殊勲選手賞：山内 英樹さん（永田）
優秀選手賞：水上 健也さん（永田）
敢闘賞：湯田 尚仁さん（栗生沢）

　９月５日、田島小学校体育館で、第１５回会津た
じま少年少女レスリング大会が行われ、県内外から
約３６０人のちびっこレスラーが参加し、学年、体
重別に日ごろ鍛えた力と技を競い合いました。
　町関係の入賞者は次のとおりです。

■小学１・２年の部

　▽２０キロ級　　第３位　阿久津　流くん
　▽２２キロ級　　準優勝　五十嵐　開くん
　▽２８キロ級　　第３位　湯田　大翔くん
　▽２８キロ超級　第３位　山口　裕太くん
■小学３・４年の部

　▽４２キロ超級　優　勝　佐藤　陸　くん

■小学３～６年女子の部

　▽２７キロ級　　第３位　五十嵐紗彩さん
　▽３３キロ級　　第３位　室井菜津美さん
■中学男子の部

　▽４２キロ級　　準優勝　我妻志比古くん

■女子は田島Ａが１区からトップをキープ

　女子は５区間、１２キロに１７チームが参加。
１区でトップに立った田島Ａが首位をキープして
ゴール。５年ぶりの優勝を果たしました。南郷Ａ
が２位、伊南Ａが３位となり、女子も上位を南会
津町の中学校が独占しました。

　９月１日、びわのかげ運動公園をスタート・ゴー
ルに、県中学校体育大会駅伝競走大会の南会津予選
を兼ねた第６０回南会津郡中学校体育大会駅伝競走
大会が行われ、夏休み返上で練習した町の中学生が
すばらしい頑張りを見せました。
　優勝した荒海中と田島中は１０月に行われる県大
会に南会津郡の代表として出場します。
■男子は荒海Ａが逆転で初優勝

　男子は６区間、１８キロに２１チームが参加。１
区で４位につけた荒海Ａが、３区で逆転してトップ
に立ちそのままゴール。悲願の初優勝を飾りました。
舘岩Ａが２位、田島Ａが３位と上位を南会津町の中
学校が独占しました。
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スポーツの秋!! 町民大活躍
運動会編

　９月４日（土）、針生小学校の秋季大運動会が行われま
した。学校と地区合同の運動会で、児童と保護者、祖父母、
婦人会、敬老クラブ、消防団など針生地区の老若男女が参
加しました。「まごといっしょに腰のばし」「ビンコつり」「非
常召集訓練」「針生秋の陣」「とんでる若者たち」などの楽
しい種目が行われ、会場は最後まで大いに盛り上がりまし
た。全校児童２３名が対決した「全校紅白綱引き」や「全
校紅白リレー」、「針生ソーラン」には、特に大きな拍手が
送られました。全種目の得点が合計された結果、白組の勝
ちとなりました。児童一人一人が力を発揮でき、また、学
校と地区が一つになった楽しい一日でした。

　９月２５日（土）、伊南保育所の運動会が行われ、子ど
もたちや保護者らが「鮎釣りさ行くべ」や「空飛ぶタコち
ゃんレース」、「綱引き」などの競技に参加しました。
　小さい子どものかけっこでは、ゴールテープの直前で止
まってしまったり、綱引きでは味方同士で反対に引き合う
珍プレーも飛び出したりして、会場は大いに盛り上がりま
した。

　９月１２日、田島小学校体育館でひかり保育所の運動会
が行われ、体育館内に子どもたちの元気な声が響き渡りま
した。
　「ひとりひとりが ひかりかがやく うんどうかい」をス
ローガンに、子どもたちがダンスの発表や玉入れ・リレー
など、各種プログラムを元気よく競い合いました。
　「楽しい運動会でした。突然の雨にも関わらず、子ども
たちのために、すぐ、そして柔軟に対応していただいた職
員やお手伝いの保護者の皆さんに感謝ですね」と参加した
保護者が笑顔で語ってくれました。

針生小学校運動会

伊南保育所運動会

ひかり保育所運動会

　９月１１日、さわやかな秋晴れのもと、檜沢保育所の運
動会が行われました。「保育所の思い出」や「おせんべた
べよう」など２０競技が行われ、子どもたちや保護者、地
区住民らが、みんなで運動会を楽しみました。
　祖父母や地区住民、来賓の方々の競技「収穫祭」に参加
した人には、子どもたちからひとりひとりに、自分たちで
とってきた花で作った押し花のしおりが、「ありがとう」
のことばとともにプレゼントされました。

檜沢保育所運動会
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運動会編パート２

　９月１９日（日）、第５１回伊南地域運動会が行われ、伊
南地域の全地区１２チームが地区対抗で競い合いました。
　開会式で審判長が「おおいに勝敗にこだわり、精一杯競技
してください」とあいさつしたとおり、各地区とも楽しみな
がらも勝敗にこだわって真剣に競技していました。
　２ブロックに分かれて行われた綱引きでは、２横綱が決勝
で敗れる波乱もあり、大いに盛り上がりました。
　最終種目は運動会のメーン、地区対抗リレー。大声援のな
か、各地区の代表選手が地区の名誉と意地をかけ、最後まで
懸命に走りました。
　総合成績では、青柳地区が４年ぶりに優勝し、準優勝下町、
第３位浜野となりました。

　

９
月
26
日
（
日
）、
下
郷
町
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
移

動
知
事
室
「
知
事
と
語
ろ
う
『
さ

わ
や
か
ト
ー
ク
』」
が
開
催
さ
れ
、

南
会
津
郡
内
か
ら
選
ば
れ
た
住
民

の
方
が
、
佐
藤
雄
平
福
島
県
知
事

と
懇
談
し
ま
し
た
。

　

南
会
津
町
か
ら
は
、
湯
田
浩
和

さ
ん（
田
部
）、有
賀
伸
一
さ
ん（
高

野
）、
酒
井
富
美
さ
ん
（
小
塩
）

の
３
名
が
参
加
し
、
湯
田
さ
ん
は

地区対抗リレー。ゴール前のデットヒート

イワナやヤマメなどの魚つかみを楽しむ参加者

湯田 浩和 さん酒井 富美 さん

有賀 伸一 さん

伊南地域運動会

知事と語ろう
  「さわやかトーク」

ホタルの里水路で
　魚つかみ（丹藤区）  

農
業
の
６
次
産
業
化
と
食
育
な
ど
、
有
賀
さ
ん
は
地

域
医
療
と
文
化
に
よ
る
地
域
振
興
な
ど
、
酒
井
さ
ん

は
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
者
の
住
宅
問
題
と
伝
統
文
化
や
技

の
継
承
な
ど
に
つ
い
て
お
話
し
を
さ
れ
、
佐
藤
知
事

か
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
に
関
係
す
る
県
の
施
策
の

説
明
や
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　

懇
談
会
終
了
後
、
参
加
者
は
知
事
と
一
緒
に
食
事

を
し
な
が
ら
、
さ
ら
に
懇
談
し
ま
し
た
。

　

丹
藤
区
で
は
、
地
区
内
の
小
川
を
整
備
し
て
ホ
タ

ル
の
舞
う
ホ
タ
ル
の
里
づ
く
り
を
す
す
め
、
ホ
タ
ル

祭
り
の
開
催
や
夕
市
の
実
施
な
ど
を
開
催
し
て
地
域

の
活
性
化
に
つ
な
げ
よ
う
と
、
現
在
、
県
の
地
域
づ

く
り
総
合
支
援
事
業
を
活
用
し
て
、
地
区
の
活
性
化

計
画
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、地
区
内
に
あ
る
２
箇
所
の
遺
跡
を
活
用
し
、

小
川
の
活
用
と
合
わ
せ
て
自
然
と
歴
史
を
後
世
に
伝

え
る
地
域
づ
く
り
を
す
す
め
、
地
域
の
再
生
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
事
業
は
、
区
民
へ
の
事
業
の
周
知
を
兼
ね

て
、
集
落
内
の
地
域
資
源
を
再
発
見
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者

ま
で
多
く
の
区
民
が
参
加
し
、
お
お
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

　

今
後
も
地
区
の
高
齢
者
を
講
師
と
し
た
、
伝
統
行

事
継
承
事
業
な
ど
を
行
い
な
が
ら
、
地
区
の
活
性
化

計
画
を
策
定
し
、
来
年
度
以
降
計
画
に
基
づ
い
て
事

業
を
実
施
し
て
地
域
の
活
性
化
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

再
生
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
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形男子個人　優勝

形５年の部　優勝

第４６回和道会全国空手道大会

　本大会の形男子個人には、３１か国から代表選手１名
（日本のみ２名）が参加。トーナメント方式で優勝を争
いました。
　本大会には日本代表として出場するのが最初の関門。
年３回の合宿と本大会に向けた選考会の結果などを総合
的にみて、日本代表２名が選ばれるそうです。
　また、この大会に１０代の選手が出場するのは史上初
の快挙。さらに優勝というすばらしい結果を残し、関係
者を驚かせました。
　大会の感想を聞くと「インターハイからまっすぐ大会
に向かったので調整が大変だったが、優勝できてよかっ
た。日本の仲間と競い合い、自分を高めることができた。」
と語ってくれました。
　次の目標は？の問いには「１０月に行われる国体での
優勝」と力強く答えてくれました。
　浩成くんの今後の活躍に期待します。

　本大会の形５年の部には、全国各地から強豪１２０名
が出場。トーナメント方式で優勝を争いました。
　雄飛くんは本大会に、小学１年から５年連続で出場。
これまでは、小学１年時の組手競技の３位が最高で、な
かなか優勝することができませんでしたが、今回はあま
り考えることなく無心で試合に臨むことができ、見事に
優勝することができました。
　また、組手競技でも２回戦で昨年のチャンピオンを破
り、このまま優勝するのでは･･･との期待も高まりまし
たが、惜しくも準々決勝で敗退。ベスト８となりました。
　大会の感想を聞くと「優勝できたのはよかったけど、
あまりうれしくない」との答え。理由を聞くと雄飛君の
一番の目標は、さらにレベルの高い「全日本少年少女空
手道選手権」での優勝とのこと。来年がラストチャンス
となるこの大会に向け、しっかり練習してがんばると力
強く語ってくれました。
　さらに上の目標に向かってがんばる雄飛くんの活躍が
楽しみです。

湯田 浩成（こうせい）くん

 （田島高校３年）

渡部 雄飛（ゆうひ）くん

 （田島小５年）

和道会空手道ワールドカップ2010
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舘岩中学校「最高学校賞」を受賞

「南郷豊年まつり」盛大に開催

奥会津雪むろそば祭り･自然まるごとツーデーウォーク

「番屋」が道の駅に登録

受賞報告に訪れた室井永治舘岩中学校長（左）と
渡部智恵子舘岩小学校長（右）

豊作を祈願して行われた「もちまき」

純白のそば畑を散策する参加者

町長に「番屋」の登録証を手渡された鎌田所長(右)

　■８月３１日

　第５５回福島県たなばた展において、団体の部で舘岩

中学校が「最高学校賞」、舘岩小学校が「優秀学校賞」

を受賞し、このほど町長室を訪れ大宅町長に受賞の喜び

を報告されました。また、個人の部では舘岩中１年の橘

愛さんが最高賞のたなばた大賞を受賞しました。　

　この書道コンクールには、県内の小・中学校、高校、

特別支援教育諸学校５９６校から６万１６４点の応募が

ありました。

　舘岩小・中学校の皆さんおめでとうございます。

　■９月４日

　第１９回南郷豊年まつりが開催され、県内外から参加

したたくさんの方がまつりを楽しみました。

　天候に恵まれた今年は、３年に１度の南会津高等学校

の「南高祭」との合同開催の年に当たることから、同校

を会場に、活気あふれる集落の「手作り御輿パレード」、

「花火大会」、「豊年おどり仮装大会」などのさまざまな

イベントが繰り広げられました。

　友好都市のさいたま市から花火ツアーで参加されたお

客さまからも、田舎の夜空に打ち上げられる花火の美し

さと迫力に、感嘆の声が上がっていました。

　■９月４，５日

　会津高原たかつえスキー場周辺で開催され、２日間で

約２００人が参加し、純白のそばの花を眺めながらの散

策を楽しみました。

　散策の途中では、地元高杖原地区の民宿、ペンション、

商工会女性部の方の協力をいただき、トマトやトウモロ

コシなどがふるまわれ、参加者全員が 2 日間で約２１

㎞のコースを踏破されました。

　４日の夜は、天然の冷蔵庫「雪むろ」で熟成した「雪

むろそば」など郷土料理を味わいながら、郷土芸能の「湯

ノ花神楽」を鑑賞しました。

　■９月７日

　舘岩地域の国道３５２号沿いにある「番屋」が、県内

２２番目の道の駅として登録され、国土交通省より登録

証が交付されました。

　町長室で行われた伝達式では、鎌田一幸郡山国道事務

所長から大宅町長に登録証が手渡されました。

　同施設は、２４時間利用可能な駐車場やトイレをはじ

め、休憩所や物産販売所、食堂などを設けて、情報発信

や交流拠点施設として活用していきます。
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芳賀文助さん藍染暖簾を博物館に寄贈

荒海宿育成土筆の会に功労感謝状

グラウンドゴルフ県大会でアベック優勝

田んぼの学校で稲刈りと脱穀体験

博物館に寄贈された暖簾と芳賀さん（左）

報告に訪れた広野会長（中央）と広野七雄さん（右）

前列左から男子の部優勝渡部さん、同第５位の佐藤さん、
女子の部優勝湯田さん、同準優勝の栗橋さん

千歯こぎを使って昔ながらの方法で脱穀に挑戦

　■９月２２日

　芳賀文助さん（永田在住）から奥会津博物館に藍染の

暖簾 ( のれん ) をご寄贈いただきました。この暖簾は本

藍で染めた麻生地を、暖簾に仕立てたもので、麻独特の

質感と濃い藍色の気品さが際立つすばらしい作品です。

　芳賀さんは現在、奥会津博物館で行われている藍染講

座や体験事業の講師として活躍されています。博物館で

は、さまざまな体験事業などを通して町に残る伝統や文

化、技を継承する取り組みにも力を入れています。

　藍染の暖簾は、施設内に移築復元されている古民家の

染屋（旧杉原家住宅）入り口に掛けられます。

　■９月２２日

　荒海地区の有志でつくる地域おこし団体「荒海宿育成

土筆（つくし）の会」は、県及び県社会福祉協議会の本

年度ボランティア功労表彰で同協議会長感謝状を受け、

広野謙三会長らが町長室を訪れ大宅町長に受賞を報告さ

れました。

　土筆の会は、愛着のある「荒海」の名称を後世に伝え

ようと平成１８年に発足し、「荒海宿」の標柱を作って

設置するなど地域をアピールする活動を行ってきまし

た。ほかにも地域の交通安全や防犯、環境整備活動など

にも積極的に協力しています。

　■９月２４日

　約２５０名が参加して福島市で開催された、第２回福

島県身体障がい者グラウンドゴルフ大会において、男子

の部で渡部康彦さん（新町）、女子の部で湯田アツ子さ

ん（川島）が優勝し、湯田勝支部長（県身体障がい者福

祉協会南会津支部）らとともに町長室を訪れ、大宅町長

に結果を報告しました。

　大会では２人のほか、男子の部で佐藤一さん（長野）

が第５位、女子の部で栗橋良子さん（田部原）が準優勝

とすばらしい成績を収めました。

　■９月２４日

　南郷第二小学校の田んぼの学校現地実習田で稲刈りが

行われました。田んぼ所有者の栗城さんやグリーンカル

チャーの五十嵐さんなどの協力を得て、南郷第二小学校

の全校児童で黄金色に実った稲を刈り取りました。

　刈り取りは、稲刈り鎌を使って手刈りで行い、脱穀は、

「千歯こぎ」を使った昔ながらの方法を体験しました。

　収穫した黄金もち（餅米）は、１１月７日に南郷第二

小学校で開催される「ヒメコマツ発表会」で餅つきを行

い、関係者も招待してみんなで食べるそうです。みんな

で大切に育てたお米でつくるお餅はさぞかしおいしいこ

とでしょう。
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℡

者
の
働
い
た
日
数
に
応
じ
て
掛
金
と
な
る
共

済
証
紙
を
共
済
手
帳
に
貼
り
、
そ
の
労
働
者

が
建
設
業
界
で
働
く
こ
と
を
や
め
た
と
き
に

建
退
共
か
ら
退
職
金
を
支
払
う
と
い
う
、
い

わ
ば
業
界
全
体
で
の
退
職
金
制
度
で
す
。

■
加
入
で
き
る
事
業
主

　
建
設
業
を
営
む
方

■
対
象
と
な
る
労
働
者

　

建
設
業
の
現
場
で
働
く
人

■
掛
金

　

日
額
３
１
０
円

■
特
長

　

◎
国
の
制
度
な
の
で
安
全
、
確
実
で
す
。

　

◎
経
営
事
項
審
査
で
加
点
評
価
の
対
象
に

　
　

な
り
ま
す
。

　

◎
掛
金
は
事
業
主
負
担
と
な
り
ま
す
が
、

　
　

法
人
は
損
金
、
個
人
は
必
要
経
費
と
し

　
　

て
扱
わ
れ
、
税
法
上
全
額
非
課
税
と
な

　
　

り
ま
す
。

　

◎
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま
す
。

　

◎
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退
職
金
は
企
業

　
　

間
を
通
算
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

　

建
退
共
福
島
県
支
部

　

０
２
４
（
５
２
３
）
１
６
１
８

　

就
職
希
望
の
障
が
い
者
と
求
人
企
業
が
一

堂
に
会
し
、
数
多
く
の
面
接
の
機
会
を
確
保

し
、
障
が
い
者
の
雇
用
の
促
進
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
「
障
が
い
者
就
職
面
接
会
」

を
左
記
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　

平
成
22
年
11
月
22
日
（
月
）

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時

　

会
津
ア
ピ
オ
ス
ペ
ー
ス 

展
示
ホ
ー
ル

　

（
会
津
若
松
市
イ
ン
タ
ー
西
90
）

■
参
加
予
定
企
業
数

　
約
25
社

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
会
津
若
松
専
門
援
助
部
門

　

０
２
４
２
（
２
６
）
３
３
３
３

〝
み
て
・
き
い
て
・
た
べ
て
・
ふ
れ
て
・
か

お
る
〟
を
テ
ー
マ
に
「
南
会
津
町
林
業
祭
」

を
開
催
し
ま
す
。

　

秋
の
１
日
、
ぜ
ひ
森
林
の
宝
物
を
見
つ
け

に
来
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
県
の
森
林
環
境
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
も
同

時
開
催
し
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
10
月
31
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

　

南
山
杉
の
家
（
御
蔵
入
交
流
館
隣
）

　

・
木
製
品
展
示
・
販
売
ブ
ー
ス

　

・
住
宅
相
談

　

・
薪
ス
ト
ー
ブ
展
示

　

・
活
動
パ
ネ
ル
展
示
・
紹
介

　

・
包
丁
研
ぎ
コ
ー
ナ
ー

　

・
木
の
葉
プ
ー
ル
（
宝
探
し
）

　

・
木
工
教
室

　

・
薪
割
り
体
験

　

・
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
（
実
演
）

※
道
の
駅
た
じ
ま
で
も
木
製
品
展
示
や
販
売

　

を
行
い
ま
す
。

　

無
料

　

南
会
津
町
林
業
祭
実
行
委
員
会
事
務
局  

　

(

南
会
津
町
役
場 

農
林
課
内)　

　

０
２
４
１
（
６
２
）
６
２
２
０

　

南
会
津
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本

　

部
内 

南
会
津
消
防
設
備
協
会
「
防
火
標

　

語
係
」

　
b
o
u
ka

hy
o
u
g
o
@

liv
e
.jp

■
表
彰

　

南
会
津
消
防
設
備
協
会
々
長
賞　

１
点

　

南
会
津
地
方
纏
会
々
長
賞　

１
点

　

優
秀
賞　

８
点

　

※
各
賞
と
も
賞
状
及
び
記
念
品
が
贈
ら
れ

　

ま
す
。

　

南
会
津
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本

　

部
内 

南
会
津
消
防
設
備
協
会
事
務
局

　

０
２
４
１
（
６
２
）
２
１
４
１

知
っ
て
い
ま
す
か
？ 

建
退
共
制
度

　

建
退
共
制
度
は
、
中
小
企
業
退
職
金
共
済

法
に
基
づ
き
、
建
設
現
場
労
働
者
の
福
祉
の

増
進
と
建
設
業
を
営
む
中
小
企
業
の
振
興
を

目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
退
職
金
制
度
で
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
事
業
主
の
方
々
が
、
労
働

　　

南
会
津
消
防
設
備
協
会
及
び
南
会
津
地
方

広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本
部
で
は
、
火
災

予
防
思
想
の
高
揚
を
図
る
た
め
、
平
成
22
年

秋
季
火
災
予
防
運
動
の
一
環
と
し
て
「
防
火

標
語
」
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
期
間

　

平
成
22
年
11
月
１
日
～
11
月
15
日

　

南
会
津
管
内
に
在
住
の
方

■
テ
ー
マ

　

火
災
予
防
に
関
す
る
Ｐ
Ｒ
標
語

　

官
製
は
が
き
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
に
防
火
標

　

語
（
ど
ち
ら
の
場
合
も
１
通
に
つ
き
標
語

　

５
点
ま
で
）
を
書
き
、
住
所
、
氏
名
（
ふ

　

り
が
な
）
、
年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号
を

　

必
ず
明
記
の
う
え
、
左
記
、
防
火
標
語
係

　

ま
で
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。
お
ひ
と
り
で

　

何
通
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

■
送
付
先

　

〒
９
６
７
ー
０
０
０
４

　

南
会
津
町
田
島
字
西
上
川
原
乙
65

ア

第
28
回
南
会
津
地
方
統
一
防
火
標
語

　
　
　
　
　
　
　
　
募
集
の
お
知
ら
せ

建
設
業
退
職
金
共
済
制
度
の
お
知
ら
せ

南
会
津
町
林
業
祭
開
催
の
お
知
ら
せ

日

料

問

問

℡

℡ 日

対申

場内 場問

問

℡

℡平
成
22
年
度
障
が
い
者
就
職
面
接
会

（
会
津
若
松
会
場
）
開
催
の
お
知
ら
せ
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■
相
談
員　

　

社
会
保
険
労
務
士　

１
名

　

電
話
で
住
民
生
活
課
国
保
年
金
係
ま
で
お

　

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
（
開
催
月
の
１
日

　

か
ら
受
付
し
ま
す
）

　

住
民
生
活
課
国
保
年
金
係

　

０
２
４
１
（
６
２
）
６
１
２
０

　

多
く
の
方
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た

「
あ
り
が
と
う
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
の
中
か
ら
、

一
次
選
考
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
作
品
の
発
表

会
と
最
終
選
考
に
よ
る
表
彰
式
を
行
い
ま
す

の
で
、
是
非
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
作
品
発
表
の
後
に
、
南
会
津
町
を

キ
ャ
ン
パ
ス
に
し
て
い
る
桐
朋
学
園
芸
術
短

期
大
学
生
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
も
実
施

し
ま
す
の
で
、
併
せ
て
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

　

平
成
22
年
10
月
31
日
（
日
）

　

午
後
１
時
30
分
か
ら

　

御
蔵
入
交
流
館　

文
化
ホ
ー
ル

　

入
場
無
料

　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係

　

０
２
４
１
（
６
２
）
６
３
１
１

■
無
料
弁
護
士
相
談
会
（
要
予
約
）

　

10
月
21
日
（
木
）

　

11
月
11
日
（
木
）
、
11
月
25
日
（
木
）

　

12
月
９
日
（
木
）
、
12
月
22
日
（
水
）

　

（
社
）
日
本
損
害
保
険
協
会
東
北
支
部　

　
　

郡
山
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー

　

０
２
４
（
９
３
３
）
４
８
５
０

　

現
在
、
身
近
な
年
金
相
談
窓
口
と
し
て
年

金
相
談
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

年
金
請
求
等
で
会
津
若
松
年
金
事
務
所
に

行
け
な
い
方
も
、
委
任
状
を
記
入
す
れ
ば
社

会
保
険
労
務
士
が
代
理
で
申
請
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

年
金
請
求
に
必
要
な
書
類
等
は
事
前
に
連

絡
し
、
相
談
日
は
、
届
出
書
の
記
入
方
法
や
、

添
付
書
類
を
確
認
い
た
し
ま
す
。

　

円
滑
な
相
談
を
実
施
す
る
た
め
、
予
約
制

に
な
り
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
住
民

生
活
課
国
保
年
金
係
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

　

毎
月
第
３
水
曜
日

　

（
10
月
20
日
、
11
月
17
日
、
12
月
15
日
、

　

１
月
19
日
、
２
月
16
日
、
３
月
16
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

　

※
相
談
時
間
は
１
人
約
30
分
以
内
で
す
。

　

御
蔵
入
交
流
館 

第
１
会
議
室

　

・
各
種
年
金
に
関
す
る
相
談

　

・
各
種
届
出
書
の
記
入
方
法
の
助
言

　

・
年
金
請
求
書
等
の
代
理
申
請

　

※
個
人
の
年
金
額
等
の
算
定
は
い
た
し
ま

　
　

せ
ん
。

　

悩
み
や
不
安
を
ひ
と
り
で

　
　
　
　
　 

抱
え
込
ん
で
い
ま
せ
ん
か　

　

南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所
で
は
、
精
神
科

医
師
に
よ
る
「
心
の
健
康
相
談
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。　

相
談
は
無
料
で
す
の
で
、
こ

の
機
会
に
相
談
し
て
「
心
の
健
康
」
を
取
り

戻
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
心
の
健
康
相
談

　

10
月
20
日
（
水
）

　
　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

　

11
月
17
日
（
水
）

　
　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

　

予
約
制
で
す
の
で
、
事
前
に
保
健
福
祉
事

　

務
所
ま
で
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

　

い
。

　

南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所

　

０
２
４
１
（
６
３
）
０
３
０
５

　

南
会
津
町
公
共
交
通
対
策
協
議
会
で
は
、

左
記
の
と
お
り
鉄
道
利
用
の
助
成
を
行
っ
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

南
会
津
町
民
８
人
以
上
で
利
用
す
る
団
体

■
対
象
区
間

　

西
若
松
駅
～
新
藤
原
駅
区
間

■
助
成
額　
　

　

鉄
道
運
賃
の
30
％
（
た
だ
し
、
1
団
体

　

５
０
，
０
０
０
円
を
上
限
と
し
ま
す
）

利
用
前
日
ま
で
に
、
総
合
政
策
課
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

総
合
政
策
課
地
域
振
興
係

　

０
２
４
１
（
６
２
）
６
２
４
０

　　

自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、
万
一
の
自
動
車

事
故
の
際
の
基
本
的
な
対
人
賠
償
を
目
的
と

し
て
、
原
動
機
付
自
転
車
を
含
む
す
べ
て
の

自
動
車
に
加
入
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
、

基
本
的
に
す
べ
て
の
加
害
者
の
賠
償
責
任
を

担
保
す
る
と
と
も
に
、
す
べ
て
の
被
害
者
の

基
本
的
な
賠
償
を
保
障
す
る
制
度
で
す
。

　

自
賠
責
保
険
・
共
済
な
し
で
の
車
の
運
行

は
法
令
違
反
で
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

４
輪
自
動
車
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
特
に
、

車
検
制
度
の
な
い
２
５
０
Ｃ
Ｃ
以
下
の
バ
イ

ク
は
、
有
効
期
限
切
れ
及
び
か
け
忘
れ
に
ご

注
意
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

国
土
交
通
省
東
北
運
輸
局
福
島
運
輸
支
局

　

輸
送
・
監
査
部
門

　

０
２
４
（
５
４
６
）
０
３
４
３

　

http
://w

w
w

.jib
a
i.jp

　

（
社
）
日
本
損
害
保
険
協
会
東
北
支
部
で

は
、
交
通
事
故
に
遭
わ
れ
た
方
（
被
害
者
・

加
害
者
）
の
相
談
に
、
専
門
の
相
談
員
が
無

料
で
応
じ
て
い
ま
す
。

■
無
料
相
談
日

　

月
曜
日
～
金
曜
日
（
祝
日
除
く
）

　
　

午
前
９
時
～
正
午
、

　
　

午
後
１
時
～
午
後
５
時

℡

℡

℡ ℡

℡ア 自
賠
責
保
険
・
共
済
の
お
知
ら
せ

心
の
健
康
相
談
の
お
知
ら
せ

無
料
弁
護
士
相
談
会
の
お
知
ら
せ

年
金
相
談
会
開
催
の
お
知
ら
せ

問

問

問 問

問

対 日申 日

日

日

場

場内

申料

申会
津
・
野
岩
鉄
道

　
　
　
　
利
用
助
成
制
度
の
お
知
ら
せ

あ
り
が
と
う
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
　
　
作
品
発
表
会
開
催
の
お
知
ら
せ

日

日℡ 問
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大変です !!
柱が腐っていました。

すぐに工事が必要です！

だまされないで！

悪 質 商 法
　最近、私たちの身の回りにおいて、さまざまな悪質商法によりトラブルになる
ケースが発生しています。
　今回は、悪質商法の手口と対策について紹介します。他人事だと考えずにしっ
かりと対策を学んでおきましょう。

ケース①　点検商法

　「無料で点検する」と言って訪問し、「シロアリがいる」「土台が腐っている」など

と嘘を言って消費者の不安をあおり、高額な商品や工事の契約を勧めます。

　ほかに、次のような事例もあります。

○床下点検～「柱が腐っているので、今すぐ床下換気扇が必要です。」

○布団点検～「ダニがいますので、病気になると困りますよ。」

○そ の 他～「水回りや屋根の点検」、「消火器の点検」など。

　対　策

●「“無料”（または “安い料金”）で点検します」の甘い言葉には注意しましょう。

●点検結果はうのみにせず、住宅などに心配な点がある場合は、知り合いや信頼で

きる業者に相談しましょう。

●いらないものを勧められたときは、きっぱりと断りましょう。

「無料」ですので、

床下の点検は

いかがですか？

その１
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ケース③　次々販売

ケース②　ＳＦ商法（催眠商法）

　訪問販売で過去に契約したことがある人をターゲットにして、同じ業者や複数の業

者が次々と訪れ、さまざまな商品を勧めます。

　最初に「無料で日用品を配付します」と言って人を集め、閉め切った会場で日用品

などを無料で配って雰囲気を盛り上げ、最後に高額な商品を売りつけます。

　こんな商品を売りつけられるケースがあります。

○寝具類、浄水器、住宅のリフォーム・保守点検

　最後に、次のような商品が売りつけられるケースがあります。

○寝具類、健康食品、浄水器　

○マッサージ器などの健康器具

　対　策

●契約する前に家族や近所の人などに相談し、その商品が必要なものか、金額が適

当かをよく検討しましょう。

●いらないものを勧められたら、きっぱりと断りましょう。

●この商法は、業者を変えて何度も来る場合が多いので、根負けせずきっぱり縁を

切ることが大切です。

　対　策

●“無料”の言葉につられて、会場に出向かないようにしましょう。

●いらないものを勧められたら、きっぱり断りましょう。

次々販売

催眠商法



平成 22 年 10 月号　広報みなみあいづ

14

※この記事は福島県消費者行政
　活性化交付金事業により掲載
　しています。

ケース⑤　インターネットトラブル

　悪質商法撃退の合言葉

　●いりません！

　●断ります！

　●帰ってください！

　携帯電話やパソコンのインターネットで、『無料』のサイトを見ていたはずが、後

で高額な登録料や利用料を請求された。（＝「不当請求」）

　次のような事例もあります。

○携帯電話にメールで「サイトの料金が滞納となっています」と心当たりのない

　請求が届いた。（＝「架空請求」）

　対　策

●登録手続きをしていない時は、請求は無視し、支払わないでください。

●請求先に連絡をとってしまうと、逆に個人情報が相手方により詳しく知られてし

まいます。自分からは絶対に連絡しないでください。

きっぱりと断りましょう！

　
　ことば巧みに誘ってきますので、被害に遭わないよう十分に気をつけてください。

　なお、困ったときは一人で悩まずに、福島県消費生活センターに相談してください。

福島県消費生活センター
０２４－５２１－０９９９（相談専用電話）

きっぱりと断りましょう！きっぱりと断りましょう！

ケース④　振り込め詐欺

　「事故を起こしたのですぐに示談金を振り込んでほしい。」いわゆる“オレオレ詐欺”

や税務署などの職員を名乗り「還付金がある」と言って銀行などのＡＴＭに誘い出し、

お金を振り込ませる“還付金詐欺”などさまざまな振り込め詐欺があります。

　　ほかにはこんな振り込め詐欺もあります。

○融資保証金詐欺

　　低金利で融資する約束をして事前に保証金を振り込ませてだまし取ります。

○架空請求詐欺

　　はがきやメールなどを送りつけ、架空の使用料金や商品代金を請求します。

　対　策

●知らない人からの電話で「お金を振り込め」や「キャッシュカードの暗証番号を

教えて」などと言われたら、あわてずに家族や知人、警察に相談しましょう。

●万一、振り込め詐欺の被害にあってしまったら、すぐに警察や金融機関に連絡し

ましょう。

消費者行政担当課

　本庁住民生活課戸籍住民係

　０２４１－６２－６１２０
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　デジサポ福島による地デジの相談会・説明会が下記日程で

開催されます。

　地デジについてわからないことや困っていることなどがあ

りましたら、この機会にご相談ください。料金は無料で申込

みも必要ありませんので、お気軽にご相談ください。

「どういった準備をすればよいか分からない」「デジタルテレビを買ったけど、

地デジが映らない」など、地デジに関してのお困りごとや相談ごとに、地デジ

アドバイザーが丁寧に対応します。

「地デジの魅力」「地デジの準備のしかた」「地デジ詐欺の注意」などについて、

わかりやすく説明します。

◆開催時間

◆相談会内容

◆説明会内容

お問い合わせ デジサポ福島相談会グループ
０２４－５２６－０６８５

地デジ相談会・
  説明会 開催の
    お知らせ

開 催 日 程 場 所 会 議 室 等

１０月 １８日 月 御 蔵 入 交 流 館 第１、第２会議室

１０月 １９日 火 御 蔵 入 交 流 館 第１、第２会議室

１０月 ２０日 水 伊 南 会 館 ３ 階 　 大 集 会 室

１０月 ２１日 木 舘 岩 会 館 ２ 階 　 会  議  室

１０月 ２２日 金 南郷総合センター ３ 階 　 大 集 会 室

相 談 会 お 昼 休 み 説 明 会 相 談 会

10：00 ～ 12：00 12：00 ～ 13：30 13：30 ～ 14：00 14：00 ～ 16：00

平成２３年４月開所の統合保育所

　過日募集いたしました、現在建設中の統合保育所の名称につきましては、町

内の方々より、８９点の応募がありました。

　この中から、１１名の方から応募をいただいた「びわのかげ保育所」に決定

しました。

　たくさんの御応募ありがとうございました。

「びわのかげ保育所」に決定!!
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日 程 健 診 名 受 付 時 間 会 場 対 象 者

 １０月 ２０日 水 ３～４か月児健康診査 12：15 ～ 12：45

保 健 セ ン タ ー

（御蔵入交流館内）

平 成 2 2 年 ６ 月 生 ま れ

 １０月 ２７日 水 １歳６か月児健康診査 12：30 ～ 13：00 平成21年３～４月生まれ

 １１月１０日 水 ３歳６か月児健康診査 12：30 ～ 13：00 平 成 1 9 年 ５ 月 生 ま れ 

 １１月 １７日 水 ３～４か月児健康診査 12：15 ～ 12：45 平 成 2 2 年 ７ 月 生 ま れ

 １１月 １８日 木
２ 歳 児 歯 科 健 康 診 査

（田島地域のお子さん）
12：30 ～ 13：00 平成20年10 ～ 11月生まれ

日 程 健 診 名 受 付 時 間 会 場 対 象 者

 １１月 ２４日 水
乳 幼 児 健 康 相 談

（舘岩・伊南・南郷地域）
9：30 ～ 9：45 伊南会館

平成21年9月～ 11月生まれ

平成22年3月～ 5月生まれ

◆乳幼児健康診査

※地域の指定のないものは全地域対象です。

※日程が変更になることがあります。通知をご確認下さい。

◆乳幼児健康相談

10・11 月の健診（検診）のご案内

無料子宮がん検診のお知らせ

　子宮頸がんは、若い世代の女性を中心に増加しているがんの１つです。自覚症状に乏しく、不正出血

などの自覚症状が発生したときには、治療が長引くがんといわれています。しかし、早期発見・治療を

行うことで完治も可能な病気です。

　町では、一定の年齢に達した女性の方を対象に、無料で子宮がん検診を実施しています。
　今回の検診は病院で実施しますので、初めての方も安心して受診いただけます。集団検診を受診でき
なかった方は、この機会をぜひご活用ください。
　なお、今回の検診の詳細は、次のとおりです。

今回の検診の対象者　　

　　昨年度（平成２１年４月２日から平成に２２年４月 1 日までに）２０歳、２５歳、３０歳、

　　３５歳、４０歳を迎えた方

　　※ 対象の方へは事前に無料クーポン券を配布しています。上記以外の方は対象になりません。

実施医療機関　　

　　福島県立南会津病院

実施期間　　　　

　　平成２２年１０月７日（木）～平成２２年１２月１６日（木）の 毎週木曜日

　　※ 完全予約制です。定員５名

予約方法　

　　南会津町保健センターに、電話でお申し込みください。受付は、月曜日から金曜日までの、

　　午前８時３０分～午後５時（祝祭日を除く）です。

　　※ 病院へのお問い合わせは混乱の原因となりますのでしないでください。

料　金　　無料（自己負担は一切ありません）　　　

その他

　　○今回の検診は子宮頸部がん検診となります。集団検診を受診された方は対象になりません

　　　のでご注意ください。

　　○詳細につきましては、予約受付時にご案内します。

　　○クーポン券を紛失された方は、再発行いたしますのでご連絡ください。

日 程 健 診 名 受 付 時 間 会 場 対 象 者

 １０月 ２０日 水 ３～４か月児健康診査 12：15 ～ 12：45

保 健 セ ン タ ー

（御蔵入交流館内）

平 成 2 2 年 ６ 月 生 ま れ

 １０月 ２７日 水 １歳６か月児健康診査 12：30 ～ 13：00 平成21年３～４月生まれ

 １１月１０日 水 ３歳６か月児健康診査 12：30 ～ 13：00 平 成 1 9 年 ５ 月 生 ま れ 

 １１月 １７日 水 ３～４か月児健康診査 12：15 ～ 12：45 平 成 2 2 年 ７ 月 生 ま れ

 １１月 １８日 木
２ 歳 児 歯 科 健 康 診 査

（田島地域のお子さん）
12：30 ～ 13：00 平成20年10 ～ 11月生まれ
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ご協力よろしく
お願いします

10月14日（木） 10月15日（金） 10月26日（火）

・広域消防署 10：00 ～ 11：00

・田島ホーム 11：30 ～ 13：00

・南会津病院 14：30 ～ 16：30

・舘岩会館 8：30 ～ 10：00

・湯花里苑 10：30 ～ 12：00

・アストリアホテル 14：00 ～ 15：30

・飯野製作所 10：00 ～ 11：30

・JAあいづみなみ 13：30 ～ 14：30

・田島高校 15：20 ～ 16：30

11月９日（火） 11月10日（水）

・南会津町役場 9：30 ～ 11：30

・住田光学ガラス 12：10 ～ 13：30

・南会津合同庁舎 14：30 ～ 16：30

・南郷総合センター 8：30 ～ 10：00

・界公民館 10：30 ～ 12：00

・丸正自動車前 13：30 ～ 14：30

・南会津高校前 15：20 ～ 16：30

10・11月の日曜当番医

10月１７日 芳賀医院(下郷町) TEL 0241-67-2128

　２４日 長谷川医院 TEL 0241-62-0032

　３１日 馬場医院 TEL 0241-62-0141

11月 ７日 なかやクリニック TEL 0241-73-2036

　１４日 小野木クリニック TEL 0241-76-7780

　２１日 愛輝診療所 TEL 0241-78-8688

　２８日 あべクリニック TEL 0241-62-8733

※ 午前中のみの診察となります　ご注意ください

■保健センター開放日■

　就学前のお子さんとその保護者の方を対象に、

保健センターを開放しています。ご利用ください！

　【伊南保健センター「すこやか」】

　　毎週火曜日１０：００～１２：００

このページの記事に関するお問い合わせは・・・

 田島地域　南会津町保健センター　℡ 0241 － 62 － 6180

 舘岩地域　舘岩総合支所住民課　　℡ 0241 － 78 － 3325

 伊南地域　伊南総合支所住民課　　℡ 0241 － 76 － 7713

 南郷地域　南郷総合支所住民課　　℡ 0241 － 72 － 2225

献血のお知らせ

小児救急電話相談

小さいお子さんをお持ちの保護者の方で、

夜間の子どもの急な発熱などに、どう対処

したらいいかわからないときは、

短縮ダイヤル ＃８０００

に電話にしてください。小児科医師や看護

師が相談に応じてくれます。

午後７時から翌朝８時まで年中無休で対応

してくれます。

福島県精神科救急情報センターのご案内

　休日・夜間において、精神疾患を有する方やそのご家族などからの緊急的な精神医療相談を電話で

受け付けます。相談内容に対する助言や、必要に応じて医療機関の紹介を行います。

電話番号　０５７０－０５５６９９（こころきゅうきゅう）

開設時間　月曜日～土曜日　　午後５時３０分～午後１０時

　　　　　日曜日・祝日　　　午前８時３０分～午後１０時

　　　　※平日の日中は各保健福祉事務所及び精神保健福祉センターが通常業務での対応となります。

　　　　※午後１０時～午前８時３０分については、従来どおりの対応となります。（１１９番等）

《お願い》・かかりつけの医療機関がある場合、まずそちらにご相談ください。

　　　　・緊急性の高い相談に対応するための電話ですので、時間をかけた継続的な相談は、ご遠慮　
　　　　ください。

　　　　・来所による相談は行っていません。

　人間一人ひとりの血液は、血液型が同じでも微妙に違います。この

ため、複数の献血者からの血液をあわせて一人の患者さんに輸血する

と、副作用（発熱、発疹など）発生の可能性が高くなります。

　たとえば、８００ｍLを患者さんに輸血する場合、２００ｍL献血では、

４人分の血液が必要となりますが、４００ｍLの献血では２人分の血

液で間に合うことになります。ぜひ、患者さんにとってより安全性の

高い４００ｍＬ献血にご協力をお願いします。

　１０月、１１月に町内で行われる献血は下記のとおりです。
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不正軽油は　　　　犯罪です！

ストップ！不正軽油

「森林・林業勉強会」開催

　森林は様々な機能を持っており、古くから人々はその恵を受け、利用しながら生活してきました。

　しかしながら近年の生活様式の変化・採算性の低下などにより、森林への関心が低下してきているこ

とも事実です。

　こうした状況を真摯に受け止め、現状を把握し、チャンスに代えるため講師を招き「森林・林業勉強

会」を開催します。

　この機会に将来の森林について一緒に考えてみませんか。

　参加料は無料ですので、奮ってご参加ください。

　不正軽油とは、軽油に課税される軽油引取税を脱税するために、灯油や重油を混ぜるなどして製造し

た燃料で、環境汚染や不法投棄の問題の他に、石油製品販売業・運輸業・建設業等の公正な市場競争も

阻害しています。

　不正軽油問題へ厳正に対処するために罰則が強化され、不正軽油に関わるすべての人が罰則の対象と

なっています。

　県では、１０月を「不正軽油撲滅強化月間」とし、関係団体と協力して不正軽油の排除に取り組んで

います。

　次のような不正軽油に関する情報等がありましたら、下記までご連絡ください。

　①　灯油や重油をトラックの燃料として販売、使用しているようだ。

　②　安い軽油を購入したが色がおかしい。

　③　廃工場などに不審なタンクローリーが出入りしている。・・・など

　連絡先：県庁税務課（電話：024-521-7205　FAX:024-521-7905　

　　　　　　　　　　　e-mail：zeimu@pref.fukushima.jp）、　　または

　　　　　南会津地方振興局県税部（電話：0241-62-5214　FAX:0241-62-5219）　

　※	福島県ホームページの「くらしと県税」からも情報提供できます。（匿名での提供も可能です）

　※ 「J-VER」とは、国内版二酸化炭素排出権取引制度です

日 程 時 間 会 場 講 師 内 容

平成22年11月15日 月

午後6時から

(2時間程度)

御蔵入交流館

多目的ホール

林業経済研究所
餅田治之 先生

森林経営は儲かるのか

平成22年12月15日 水
鹿児島大学

遠藤日雄 先生
元気な国産材工場は今

平成23年 1月15日 土
森林総合研究所
山田茂樹 先生

林 業 技 術 の 現 状

平成23年 2月15日 火
全国森林組合連合
会佐々木太郎 先生

森 林 環 境 問 題 と
J － V E R の 動 き

主　催　みなみあいづ森林ネットワーク

申込み　特に必要ありませんので、当日会場にお越しください

参加料　無料

問合せ　役場農林課林政係　電話０２４１- ６２- ６２２０　　
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〔見直し後〕
　　・町内で 販売されている物産品及びお土産品

取扱いの一部が変更になりました

○

○

×

×

～手ぶらｄｅワンコイン事業～

　物産品等の売上向上による地域経済の活性化と観光

客の利便性向上、物産品の発送を通した町のＰＲを目

的に、宅配便を利用して物産品等を送る際の運賃を全

国一律500円（ワンコイン）とする手ぶらdeワンコイ

ン事業を実施していますが、平成２２年１０月１日

から取扱いの一部が変更になりました。

　不明な点は総合政策課地域振興係までお問い合わせ

ください。

自家栽培の農産物等を親戚などに、無償で発送するようなケースは、

この事業の対象となりませんので、ご利用の際はご注意ください。

〔現行〕
　　・町内で 生産又は加工、販売されている物産品
　　・町外で 生産・加工された商品のうち、町内のお店で売られている土産品

町内のお店などで購入した物産品

最終消費者へ（小売）

自家栽培の農産物など
（有償で発送する場合は対象です）

市場・スーパーなど（卸し）

見直し

発送

対象

対象

対象対象外

対象外

発送

対象品目

お問い合わせ 本庁総合政策課地域振興係

０２４１－６２－６２４０

利
　
用

　
者

協
　
力

　
店
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町民の皆さんの声を	町政に活かします！

10・11月のイベント

  ありがとうのメッセージ作品発表会・表彰式

■日     時　１０月３１日（日）

１３：３０式典開始（１３：００開場）

■入 場 料　無料　全席自由

■主 催　南会津町・南会津町教育委員会・ありがとうのメッセージ発信事業実行委員会

■問い合わせ　教育委員会生涯学習課　℡０２４１- ６２- ６３１１

  唄と踊りのチャリティー交流発表会

■日 時　１１月７日（日）

９：００開演（８：３０開場）

■入 場 料　無料　 全席自由

■主 催　田島カラオケ愛好会

　第３２回全会津芸術文化振興大会

■日     時　１０月１７日（日）

１０：３０開演（１０：００開場）

■入 場 料　無料　 全席自由

■主 催　全会津文化団体連絡会

奥越出兵図屏風「木伏の戦い」

ふれあい懇談会「ようこそ町長室へ」

　町では、町民の参加と協働による暮らしやすい地域社会を築くため、ま

ちづくりの主役である町民から身近な問題やまちづくりに関する提言や意

見などを聞き、地域の課題解決や町政に反映させたいと考えています。

　町民の方や町に縁のある個人や団体であれば、どなたでも参加できます。

　今回は、下記日程により実施いたしますのでお気軽にお申込みください。

■実施日と場所

　１０月２１日（木）１０：００～１２：００　伊南総合支所

　１０月２２日（金）１０：００～１２：００　本庁

　　※来月は、舘岩総合支所、南郷総合支所で実施する予定です。

■申し込み先（事前申込みが必要です）

　１０月２１日実施分	･･･	伊南総合支所振興課企画観光係　０２４１ー７６ー７７１７

　１０月２２日実施分	･･･	本庁総合政策課広報情報係　　　０２４１ー６２ー６２１０

戊
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て
い

ま
す
が
、
戦
い
の
様
子
を
描
い
た
史
料
は
、
現
在
の

と
こ
ろ
、こ
の
屏
風
以
外
に
見
つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

南
会
津
町
教
育
委
員
会
で
は
、
今
回
の
視
察
を
と

お
し
て
、
屏
風
絵
の
所
蔵
者
の
方
や
富
山
市
郷
土
博

物
館
と
の
情
報
交
換
を
行
い
、
当
地
方
の
戊
辰
戦
争

の
歴
史
に
つ
い
て
よ
り
理
解
を
深
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
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新着本紹介のご案内

【児童図書】

大きさくらべ絵事典　　　　　半田　利弘∥監修

赤トンボ　　　　　　　　　　今森　光彦∥文・写真

ブンダバーとにゃんにゃんにゃん

　　　　　　　　　　　　くぼしま　りお∥作

ふしぎの国のアリス　　ルイス　キャロル∥作

だいすきだよ、オルヤンおじいちゃん

　　　　　　　　カミラ　ボルイストレム∥作

ゆきしろとばらあか　　　　　　　グリム∥原作

光の旅かげの旅　　　　　アン　ジョナス∥作

みんながつかうたてものだから

　　　　　　　　　　　　　サジ　ヒロミ∥文・絵

１０ぴきのかえるのあきまつり

　　　　　　　　　　　　　間所　ひさこ∥作

イルカの子　　　　　　　　姫野　ちとせ∥絵・文

【一般図書】

錯視芸術　　　　　フィービ　マクノートン∥著

岩崎弥太郎伝　　　　　　　　　太田　尚樹∥著

湾岸産油国　　　　　　　　　　松尾　昌樹∥著

生物多様性の基礎知識　　　　　草刈　秀紀∥編著

病気にならないための時間医学　大塚　邦明∥著

からだによく効く食材＆食べあわせ手帖

　　　　　　　　　　　　　　　三浦　理代∥監修

ニット男子　　　　　　　　ｍｉｃｈｉｙｏ∥著

奪還　　　　　　　　　　　　　　麻生　幾∥著

ストーリー・セラー　　　　　　　有川　浩∥著

青天の霹靂　　　　　　　　　　劇団ひとり∥著

チベットのラッパ犬　　　　　　　椎名　誠∥著

勝手にふるえてろ　　　　　　　綿矢　りさ∥著

ラジオ北野　　　　　　　　　ビートたけし∥著

が休館日開館時間：10:00 ～ 18:00

検索

クリック！

南会津町図書館

ＨＰもご覧ください！

日 月 火 水 木 金 土

1 ２

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

31

11月の休館日

☆雑誌リサイクル市

　保存期間が過ぎた古い雑誌を皆さんに提供する『雑誌リ

サイクル市』を次のとおり開催します。図書館の入口で行

いますので、お気に入りの雑誌を見つけてください。

　■日　時　１１月３日（水・祝）１０：００～

　■場　所　図書館入口

☆みんなで楽しくお菓子をつくろう！

　■日　時　１１月６日（土）１０：００～１２：００

　■対　象　小学生先着１６名

　■場　所　御蔵入交流館　調理室

　■材料費　３００円（当日徴収します。）

　■申　込　図書館カウンターで直接または電話でお申し

　　　　　　込みください。

※ くわしくは図書館までお問い合わせください。　

　　　　　　　　　南会津町図書館　℡0241-62-5522

　読書の秋です。皆さん本を読んでいますか？

　１０月２７日から１１月９日は「読書週間」です。「気がつ

けば、もう降りる駅。」という標語のように、夢中で本を読み

いってはいかがでしょうか？

　図書館では期間中、図書の貸出上限を５冊から１０冊に拡大

しますのでどうぞご利用ください。（ただし、視聴覚資料は従

来どおりの２点までです。）

2010読書週間（10月27日～11月9日）

図書館イベント

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ ６

７ ８ ９ 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

29 29 30

10月の休館日
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【
お
詫
び
と
訂
正
】

広
報
み
な
み
あ
い
づ
９
月
号
で
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

４
ペ
ー
ジ
（
田
島
支
団
第
１
分
団
第
６
部
メ
ン
バ
ー
）

　
一
番
員

　
　
誤 

　
湯
田 

憲
善・

　
　
　
　
　
　
　

正 

　
湯
田 

憲
喜・

10
ペ
ー
ジ
（
ア
ナ
ロ
グ
放
送
終
了
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　

誤
　

平
成
22
年
６
月
30
日

　
　
　
　
　
　
　
　

正
　

平
成
23
年
６
月
30
日

大
変
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
訂
正
し
、
お
詫

び
い
た
し
ま
す
。

　樹脂粘土で制作したお花を中心とした作品展です。

　実物と見紛うほどの外観と質感にきっと驚かれる

と思います。

　この機会に是非ご覧ください。

～樹脂粘土で咲かせた華～

仲間たちの作品展

と　き　１１月１７日（水）から
　　　　１１月２１日（日）まで
料　金　無　料
時　間　午前９時から午後４時まで
　　　　（最終日は午後３時まで）
　　　　※会期中無休
主　催　サークル　ブーケ
お問い合わせ先　
　　　　泉崎村資料館　電話 0248-53-4777

　粘土作品の材料は「樹脂粘土」を使用しています。
　非常に薄く延ばすことができ、お花の繊細なフリ
ルなども表現することができます。
　自然乾燥で硬化し、乾くと磁器のように滑らかで
ツルリとした肌触りになります。

泉崎村より、こんにちは

ｖｏｌ．20

　コーラスサークルロングは、40歳代～ 60歳代

までの女性を中心に活動するコーラスサークルで

す。

　練習は、4月から１１月までの毎週水曜日、午

後７時から約１時間、南郷総合センターで行って

います。メンバーは、南郷地域の方がほとんどで

すが、遠くは檜枝岐村からも参加しています。練

習前には全員でストレッチも行い、和気あいあい

に楽しく歌っています。練習成果発表の場として、

郡内のコーラスサークルの交流会への参加はもち

ろん、１２月にはミニコンサートを開催し、小中

学生との交流も図っています。ここ数年は、ハン

ドベルにも挑戦しています。

　女性の方はもちろん、男性の方の参加も大歓迎

です。どなたでもご参加ください。

　このたび高知県で開催されました「第13

回清流めぐり利き鮎会」において、伊南川

の鮎が準グランプリに選ばれました。

　「清流めぐり利き鮎会」では、全国各地

の河川より天然鮎が寄せられ、「姿・香・

わた・身・総合」の５項目で厳正な審査が

行われます。

　伊南川の鮎は、平成13年度にも準グラン

プリに選出されており、2度目の受賞とな

りました。

　ちなみに、グランプリは兵庫県の揖保川

の鮎でした。

・・

コーラスサークルロング 文化団体の紹介⑥

南郷総合センターでの練習の様子

練習日　　毎週水曜　午後７時

練習場所　南郷総合センター

連絡先　　五十嵐ふみ江　

　　　　　０２４１－７２－２０１６

泉崎村資料館企画展開催

「伊南川の鮎」準グランプリ ！
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光
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昏
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少
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に
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まちの文芸
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斎藤山ふれあい登山
「斎藤さん」で広がる輪

斎藤さん以外の方も大歓迎です！

「斎藤さん」いらっしゃ〜い

入賞作品
平成２２年度祇園祭写真コンテスト
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金賞「七行器祇園祭」

大河内 欽二

銅賞「花嫁本膳」

星　正文

銅賞「日本一の花嫁行列」

広野　資郎

銅賞「餅まき」

根本　晴夫

銀賞「疾走」

内山　英雄

銀賞「迫真の舞台」

佐藤　靖司

開 催 日：平成２２年１０月２４日（日）
　　　（天候によって中止になる場合もあります）
集合場所：長野林業研修センター
参 加 費：５００円（小学生以下２００円）
主 催：斎藤山登山実行委員会
スケジュール
　７：３０　受付
　８：１５　出発式
　８：３０　登山開始
１１：３０　山頂到着
１２：３０　下山開始
１４：３０　到着
※斎藤山にちなみ、苗字が『さいとう』さん
　の方を縁故民として認定し記念品を贈呈！
※参加者にはもれなく、お米とリンゴをプレ
　ゼント！
※下山後、あたたかいきのこ汁をサービス！


